第５７回三重民教連「初冬の教育集会」　シンポジウムのまとめ
シンポジウムでは、４人のパネラーの方に、日々子どもと向き合いどうしたらよいのかと悩みながらも、子どもたちが好きだからこそ実践する姿を語っていただきました。 
日下さん
今の子どもたちは、「安心・安全の学校」を求めている。子どもたちは失敗を許されない状況の中で生きている。そのため、失敗を恐れながら生きることになる。善意の言葉さえも、子どもにとっては苦痛かも知れない。「失敗の許される学校」をつくっていかなければならない。
また、期待を背負って生きることを強いられている。マラソン大会では、親の期待に応えるために走ることが目的となり、自分のために走るのではなくなっている。期待に縛られず、安心して生活できることが大切だ。
子どもも教員も保護者も、ゆとりがなくなっている。
原田さん
学力向上を求められ、学習規律が問題にされる中、徹底して管理された教室がある。子どもを自分の思う通りに指導するために研究熱心な先生のそのクラスでは、学力がアップし、親から支持される。そんな学級が隣にあると自信を失いそうになる。自分の学級は空気感が全く違う。いろいろな空気の学級があっても良いが、「自分が楽できるから」従順なよい子になる指導を行うのなら、それはおかしいと思う。
真の学習規律とは何なのか。背筋を伸ばして、全員が同じことを同じペースですることではない。子どもたち一人ひとりが「今学びたいこと」を学べる教室では、子どもはお行儀良く黙って座ってはいられない。子どもたち一人一人のニーズに、一人の人間として、向き合える教師でありたいと思う。
Aさん
例1） Bは、漢字を書けない、かけ算もできないという中学生である。だからといって、特別扱いされることは、とても嫌がる。この子たちをどう支えていけばいいのか。テストにはルビを入れ、選択問題を入れて、せめて、彼らが問題を解く意欲を持てるようにしたいと思う。
例2） Cは、３人兄弟で育ち、「自分は、中ヘタレ。」と自虐的に語る自己肯定感の低い子である。そんな彼も、名前を間違われたとき、抗議に立ち上がった。“本当は認められたい”という強い願いを持っている。彼は「点がなかったらボクじゃない。」という詩を書いて、自分の思いをみんなに訴えた。
例3） Dは、何でも言える、優等生である。しかし、彼は、自分の家族の心の病に関して、９年間の長い間、ずっと不安に苦しんできた。思春期の中学生の、人に言えない悩みや苦しみを、受け止めていかなければならないと思う。
Eさん
　情緒障害を抱えた特別支援学級の３人の子どもたちの中で、Fは、Gに関わろうとしておもちゃを壊してしまう。しかし、それは彼らにとって、お互いが正面から向かい合う初めての体験だった。子どもが友だちと向かい合うことの大切さを、改めて感じる。また、Fは５年生であるが、学習をすすめるときは彼の納得と理解の下に、無理せずにできたことを十分にほめながら取り組んでいる。そのためにも、本当にゆとりがほしい。
　Hは、まだ１年生。生まれてからいろいろな事情を抱えて育っているため、学力も生活力もない。彼にとって漢字を覚えることは困難であるが、彼なりの方法で覚えていくことを否定してはならない。彼なりの成長がある。

　特別支援の必要な子どもたちには、その子の力を見極めた支援が必要だ。
　
